
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               主 な 内 容 

■【表紙】救助資器材取り扱い訓練 

■“歳末特別警戒”の実施について 

■上手に使って安全・安心 灯油ポリかん 

■住宅用火災警報器 取り付けたそのあとは･･･ 

■消防器材車を更新しました 

■救急救命士の病院実習について 

 

 

 

 

 



 

 

 

       

  興部消防団・興部支署では、歳末特別警戒を下記の日程のとおり実施いたします。 

  期間中は消防車両による警戒とサイレンの吹鳴を行いますのでご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭で暖房などに使用する灯油の保管は大丈夫ですか？正しい知識で安全に使いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このラベルは、消防法による容器性能試験に合格した 

灯油ポリかんに貼付されています。 

 

 



 

 

  

  

 

 

住宅用火災警報器は、火災の発生をいち早く知らせてくれる大変有効なものです。 

しかし、火災の発生を知ったその後の行動が適切でないと被害が拡大してしまうこともあり 

ます。火災の被害を最小限にするためにも、住宅用火災警報器が鳴ったときの対処方法や点検・ 

お手入れなどについてお知らせします。 

 

 

 

住宅用火災警報器が煙や熱を感知すると、音声や警報音で火災の発生を知らせてくれます。 

まずは周囲を確認して、慌てずに次の行動をしましょう。 

 

 

■ 火元を確認し、可能であれば初期消火を行ってください。 

■ 火が消えなければ速やかに避難してください。 

■ １１９番通報を忘れずに！！ 
 

 

 

■ 異常がないか周囲をもう一度確認しましょう。 
■ 火災以外でも次のような場合には住宅用火災警報器が 

が鳴ることがあります。 
① 調理時に大量の煙や湯気が発生したとき。 
② くん煙式殺虫剤を使用したり、スプレー式殺虫剤が 

直接かかったとき。 
■ 頻繁に鳴る場合は、取り付け位置を変更してください。 

 

 

 

 

 

 

■ 警報器に付いている警報停止ボタンや、紐を引くなどして止めることができます。 

■ 慌てずに落ち着いて対処しましょう。住宅用火災警報器は高いところに設置されているので 

椅子などを使う場合は転落に気を付けましょう。 

■ 長い時間鳴っていると、電池の寿命が短くなりますので注意してください。 

■ 詳しくは、購入した際に付いている取扱説明書をご確認してください。 

 

                                   裏面につづく･･･ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※住宅用火災警報器が故障した場合などは、お求めになった販売店やメーカーに問い合わせてください。 

 

 

 

  24年間活躍した消防器材車（20年間を救急車、その後 4年間を 

 器材車として使用）が 11月 24日に更新されました。 

  この車両は消防業務で必要な資器材の運搬などに使用します。 

  なお、旧器材車は FR (後輪駆動方式)でしたが、悪路や冬道に 

 強い 4WDになり、走行性能が向上しました。 

   

全  長 4,690㎜ 

全  幅 1,690㎜  

高  さ 2,170㎜ 

総排気量 2,982cc 

定  員 9名 

 

 

 

 

  救急救命士が行える救命処置の範囲が拡大され、その多くは医師の 

 具体的な指示のもとに実施されています。 

そのためにも、医学的知識や技術の向上を図る目的として、昨年から医師の管理・指導のもと 

興部町国保病院での実習を行っております。主な実習内容は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 


